
 

家庭教育応援隊養成講座 

青森県総合社会教育センター主催事業報告 

１ 趣 旨 

地域における家庭教育支援体制を整備するため、家庭教育支援者としての理論学習や心構えを学ぶ講座を開

催するとともに、そこで養成した人財を「あおもり親楽プログラム」(詳細はこちらへ)を使う研修会等に派遣

する。 

２ 内 容 

【演習】「あおもり親楽プログラムⅣ」 

進行 県総合社会教育センター職員 

親楽プログラムの演習では、受講者にプログラム集にあるものの中から自分がやってみたいものを選び、実

践していただきました。このことにより、様々なプログラムを講座内で扱うこととなりました。様々なプログ

ラムに触れることで、そこから派生する展開の獲得や、参考資料にある知識の獲得も、受講者の皆さんの成果

となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ アンケート結果から 

受講結果に満足      １００％     どちらかと言えば満足   ０％ 

  どちらかと言えば不満     ０％     不満           ０％ 

６月から１１月にわたり行ってきた「あおもり家庭教育アドバイザー養成講座」も、今回をもって終了とな

りました。現在、受講を終えた方から、「県内の家庭教育支援の振興に協力したい」と、登録申請をいただい

ております。このように、あおもり家庭教育アドバイザーにご登録いただいた方が、現在計 150 名あまりいら

っしゃいます。「あおもり親楽プログラム」をご覧になり、研修会等で使ってみたいと思って頂きましたら、

ぜひ教育活動支援課（017-739-1270）まで、ご連絡ください。お近くのあおもり家庭教育アドバイザーをご紹

介いたします。調整がついて、あおもり家庭教育アドバイザーが派遣される場合でも、研修希望団体が負担す

る費用はありませんので、気軽にお尋ねください。これからも、県内の家庭教育支援の輪が広まりますよう、

応援よろしくお願いいたします。 

「あおもり家庭教育アドバイザー養成講座 第６回」 
上北地区：令和４年１１月２日（水）三沢市国際交流教育センター 

西北地区：令和４年１１月９日（水）つがる市生涯学習交流センター「松の館」 

・テーマを用いての演習は、これまでも職場でやったことはありましたが、今日は職業も場所も、年

齢も違う人たちが集っての演習は、それぞれ考え方も違うので、様々な考えが出てきました。いろ

んな方の見方・視点がわかり、大変勉強になりました。 

・皆さんの進行がスムーズでよかったです。もっとたくさんの人に、親楽プログラムを知ってもらい

たいと思いました。 

・プログラムの内容が特別なことではない、日々の日常の出来事なのに、いろいろな親がいて、いろ

いろな意見があって、とても勉強になりました。本当にありがとうございました。 

https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/kyoiku/e-shogai/aomori_oyagaku_program.html

